
■小さな勝ち■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 485号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

まずは先週の報告とご挨拶。 

7/23(火)の HFA定例会では、いよいよ「能登のみんなの家」建設に向け、話が具体化してきました。 

プロジェクトの実現は確かに大切ですが、それ以前に現地のあらゆる要望や思いを受け止める受け皿になるこ

とこそが、「みんな」の意味だと感じています。 

7/25(木)のシネマ de笑恵館は、「ワンワン忠臣蔵」でなく、「西遊記」を見ました。 

1960 年に制作された懐かしの東映アニメは、手塚治虫の監修のもとディズニー作品と遜色のない出来栄えで、

その後のテレビアニメがいかに省力化（手抜き）された物であるかがよく分かりました。 

7/27(土)は、2:30 からパリ五輪の開会式を見て、歴史の刻まれた街の素晴らしさを痛感しましたが、疑似時差ボ

ケになりました。 

7/28(日)の「名栗の森オーナーシップクラブの例会」は、参加者が集まらず延期しましたので、興味のある人、

沢の水で涼みたい人、たき火で焼き肉食べたい人は、遠慮なくお問い合わせください。 

・ 

今週のお誘いは 

8/2(金）17-20時に、まつむら塾の懇親会を行います。 

場所：香福味坊（ガチ中華）秋葉原駅、昭和通り口 徒歩 1分 

https://tabelog.com/tokyo/A1310/A131001/13273312/ 

どなたでも参加できますが、予約の都合上、参加希望の方は早目にご連絡ください。 

予算は 4000円前後で済むと思います。（お酒をがぶ飲みする人は別。笑） 

8/4(日)は、ふきの庭で「まつむら塾」をお試し開催いたします。 

今後の定例開催に向け、まずは有言実行宣言し、パンフレットやサイト作りを進めたいと思います。 



では今週も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2．まつむら塾より（ガイダンス募集中） 

 

現在開催中の講座は下記の通り（1か月分）。 

名称 日時・内容 場所 受講料 

ガイダンス&集中補講 毎週土曜日 10-17時 笑恵館 ガイダンス：無料 

集中補講：3,300円/回 随時開催、受付中 応相談 

実現学（笑恵館クラス） 

zoom併用可能です。 

08/06 (火)14-16時・B21.自分の印象 

08/20 (火)14-16時・B22.清書の意味 

08/30 (金)14-16時・B23.表現の工夫 

未 定 (火)14-16時・B24.伝達の確認 

未 定 (火)14-16時・B25.感動の共有 

笑恵館 3,300円/回 

実現学（zoom教室） リアル開催調整中・B45.夢の描き方 zoom 3,300円/回 

その他、希望者さえいれば、全講座新規開講いたしますので、気軽にお問い合わせください。 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

下記書店にて販売中。 

・文教堂書店：東川口店、赤羽店、溝の口本店、横須賀 MORE'S店 

・紀伊国屋書店：西部東戸塚 S.C.店 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより：小さな勝ち 

 

土用丑の日が近づくと、鰻の話が盛り上がる。 

去年に続いて今年も猛暑が続く中、「鰻=スタミナ」という思い込みが食欲をそそる。 

先日、「今年のうなぎ事情」というタイトルに釣られてテレビを見ていたら、面白い話が聞けたので紹介したい。 

それは「鰻の成瀬（なるせ）」というチェーン店の話。 

一尾が丸々入った松の値段は 2600円で、半尾の梅は 1600円。 

一般的なウナギ専門店の半額ほどで本格的なウナギが食べられる。 

こうした価格と品質を武器に「鰻の成瀬」は 2022 年 9 月に 1号店をオープンしてから、2年足らずで 165 店舗

と急拡大。 

創業者の山本社長は、飲食業界は未経験ながら、様々な業種のフランチャイズビジネスの経験を生かし「鰻の

成瀬」のチェーン展開を進めているが、そこには２つの理由が有るという。 

・ 

第一に、職人の代わりにウナギを焼く装置を導入したこと。 

中国で養殖したニホンウナギを現地で一次加工して冷凍されたものを搬入し、「素人でもボタン一つでおいしく

ウナギが焼ける機械」で焼き上げる。 

ウナギは「串打ち 3 年、焼き一生」と言われるが、「鰻の成瀬」は職人の代わりにわずか 5 分でおいしく焼き上



げる装置を導入し、高騰する人件費を抑えている。 

そしてもう一つの理由が「普通の飲食店ならかなり厳しい立地」で家賃を削減できること。 

成瀬が出店するのは基本的に駅から離れた住宅街やロードサイドだが、「ウナギを食べようと目的を持って来店

する人が多い」というウナギの店ならではの強みを生かしている。 

・ 

さらに、飲食業界の苦しい事情が「鰻の成瀬」にとっては追い風になっている。 

円安による原材料費の高騰や人手不足などが要因で、昨年度倒産した飲食店は全国で 802 店と過去最多を記録。

そんな閉店した物件を狙って「鰻の成瀬」は出店攻勢をかけている。 

焼き肉店など、前の店の厨房機器や家具を利用することで出店コストも抑えられる。 

昨今、どこのスーパーでも見かけられる鰻パックの価格は、２千円や３千円台が当たり前。 

たれの染みた調理済みパックをレンジでチンして食べるより、たとえ機械式でも店で焼いた鰻を食べた方が美

味しいに決まっている。 

逆境だらけの現状だからこそ、発想を変えればチャンスだらけになる好事例を、まさに目撃できるという訳だ。 

・ 

だが、僕が一番驚いたのは、その後のこんな話だった。 

先述の通り、成瀬のうな重の値段は「松 2,600 円」、「梅 1,600 円」に加えて、「竹 2,200 円」なのだが、お客様

には見栄を張って「松や竹」を注文せず、堂々と「梅」を注文して欲しいという。 

というのも、とかく「松竹梅」は「質の高い順」を示していると思われがちだが、うな重については単に鰻の

量を分けているに過ぎない。 

つまり、「松=大、竹=中、梅=小」なので、大量に食べたい人以外は「梅」で十分だということだ。 

店側が、安いメニューを進めてくれるのにまず驚いたが、そもそも「松竹梅」って何だろうという疑問が湧い

た。 

・ 

デジタル大辞典によれば、しょう‐ちく‐ばい【松竹梅】とは松と竹と梅。 

１ 三つとも寒さに耐えるところから、歳寒三友とよび、めでたいものとして慶事に使われる。 

２ 品物などを三つの等級に分ける際に用いられる語。ふつう松を最上級とする。 

３ うなぎ屋で長時間待たされることを「待つ（松）だけ（竹）うめ（梅）え」としゃれていう語、かつて、う

なぎの蒲焼きは注文を受けてからさばいて焼いたので、時間がかかったことから。 

とある。 

この２番目の意味に加え、３番目のエピソードがあれば、寿司のように「松竹梅」が「上中下」を意味するの

は無理もない。 

だからこそ、成瀬の言う「堂々と梅」という言葉が響くのだろう。 

つまり、「上を貴ぶ勝ち負け」でなく、「量を選ぶ好き嫌い」へと価値基準を変えてみようという提案だ。 

・ 

かつて作家の藤本義一氏が、「人生は、勝ち負けか、損得か、好き嫌いか、善悪か？」と言った。 

人は、人生を評価する価値基準を４つ持っていて、これを選びながら生きている…という意味だろう。 

これを価値基準的に言い換えて、定義価値、比較価値、主観価値、客観価値としてみよう。 

好き嫌いと善悪の違いは、主観と客観の違いで説明できるし、損得を相対性を加味した比較価値と言い換える

のにも、さほど無理はないと思う。 

だが、勝敗を定義価値と言い換えることについては、少し説明を加えたい。 

勝敗は、あらかじめ決められたルールに基づいて決まることが大前提だが、ルールの決め方に関するルールは

無い。 



つまり、自分に都合の良いルールに相手を誘い込むことができれば、勝ち続けることが可能となるので、あえ

て「ルールを決める=定義」が価値を決める「定義価値」と名付けてみた。 

・ 

ロシアやイスラエルが、どれだけ世界から非難されようと、負けずに戦い続けられるのは、自分のルールで戦

っているからだ。 

常にルールを操作して、勝ち負けを固定化して格差化することを「既得権益」と言い換えてもいいだろう。 

その結果、負け続ける人々は「負（ふ）」ではなく「負け」のスパイラルから抜け出せない。 

鰻の成瀬が「松竹梅」の「梅」が負けではないというルールを作ったことで、多くの人が押し寄せたのは、安

い鰻を食べることを負けと考える人が大勢いたからに他ならない。 

「負け」を「勝ち」に変換することで、「負けのスパイラル」を「勝ちのスパイラル」に変えたと言える。 

たとえささやかで「小さな勝ち」でも、それが渦を巻いて繰り返し周囲を飲み込んで行けば、やがて大きなう

ねりとなる。 

「小さな国づくり」に取り組む僕自身の真の狙いに、今、気づいた気がする。 

 

https://nanoni.co.jp/20240728-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）07/30笑恵館作業日 

 運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

交流◎：12-14時 一宮庵 MTG_火（成城） 

（水）07/31ふきの庭作業日 

（木）08/01笑恵館作業日 

 運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

（金）08/02ふきの庭作業日 

 交流〇：17-20時 まつむら塾懇親会（秋葉原） 

（土）08/03笑恵館作業日 

 運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

 会議×：10-12時 八島花理事 MTG（zoom） 

 交流◎：12-17時 未来の家族デイ_土（笑恵館） 

（日）08/04ふきの庭作業日 

 会議×：21-22時 八島花事務局 MTG（zoom） 

（月）08/05ふきの庭作業日 

 

■今後の予定 

08/06 交流◎：10-14時 一宮庵 MTG_火（成城） 

08/08 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

08/09 交流◎：19-20時 朗読会（ふきの庭） 



08/10 交流◎：12-17時 未来の家族デイ_土（笑恵館） 

08/13 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（ふきの庭＋zoom） 

08/15 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

08/15 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

08/23 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

08/23 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

08/23 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

08/25 交流〇：10-14時 名栗の森オーナーシップクラブ例会_4日（飯能） 

08/27 会議×：10-12時 HFA定例会議（恵比寿＋zoom） 

08/27 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（ふきの庭＋zoom） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅（ふきの庭 PJT） 

〒146-0094東京都大田区東矢口 1-10−8 

拠点（火木土） 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 



http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


